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数値シミュレーションを用いた播磨灘における冬季赤潮の消長機構の解明
Numerical simulation of the winter red tide of Eucampia zodiacus in the Harima-Nada
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沿岸域は、海洋の中でも人為起源の影響を大きく受ける領域であり、人間社会とのかかわりも密接な海域であ
る。 
特に、冬季の瀬戸内海（播磨灘など）では、最近数10年スケールで、海域の栄養塩が枯渇する「貧栄養化」と
いう視点の問題が生じており、ノリの色落ち問題など、人間活動に直接影響を与える問題にまで発展してい
る。 
この数10年スケールの海域の栄養塩の変遷は、同じ時間スケールで生じている植物プランクトンの種の変遷と
連動しているという仮説が考えられているが、これらの仮説は未だ解き明かされておらず、将来の環境変化
（どのような種の変遷と水質の変化が起こるのか）も予測できていない状況である。 
ここでは、冬季の播磨灘を対象にして、植物プランクトンを、小型の珪藻と大型の珪藻の2種類に分類した低次
生態系モデルを用いた、栄養塩と植物プランクトンのブルームの時空間構造の再現計算を行った。 
沿岸域の特徴としては、「水深が浅い」という特徴があるが、最近数10年で冬季のブルームが顕著となった大
型珪藻は、海底到達後も光環境によっては死滅せず、巻き上げに伴って回帰する取り扱いを行うこと
で、パッチ状のブルームの規模とタイミングをよく再現できることが明らかとなった。 
また、種の異なるパッチ状のブルームに対応して、栄養塩水質の時空間的な構造も捉えられている。 
この結果は、仮説を基に構築したモデルを用いた現場データとの検証を行うことで、植物プランクトンの沿岸
域スケールの競合の具体的な機構を解き明かしつつある事例でもあり、観測のみでは得られない情報をモデル
を用いた数値実験により補間できた事例でもある。
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